第７期埼玉県障害者支援計画（案）に対する県民コメントの結果概要について
　第７期埼玉県障害者支援計画の策定にあたって、県民コメント制度に基づき意見を募集した結果、個人２３名及び１４団体から２２６件の意見、提案が寄せられた。

１　意見募集期間

　　令和６年１月５日（金）～令和６年２月５日（月）
２　意見の提出者数及び件数
	区分
	個人
	団体
	合計

	
	人数
	件数
	団体数
	件数
	人（団体）数
	件数

	郵送
	２
	５
	１
	２
	３
	７

	ＦＡＸ
	２
	２１
	２
	１６
	４
	３７

	電子メール
	１９
	７０
	１１
	１１２
	３０
	１８２

	計
	２３
	９６
	１４
	１３０
	３７
	２２６


３　意見の反映状況
	
	区分
	件数
	割合

	Ａ
	意見を反映し、案を修正したもの
	１２
	５%

	Ｂ
	既に案で対応済みのもの
	２６
	１２%

	Ｃ
	案の修正はしないが、実施段階で参考とするもの
	９９
	４４%

	Ｄ
	意見を反映できなかったもの
	１４
	６%

	Ｅ
	その他
	７５
	３３%

	
	合計
	２２６
	１００％


４　他計画の県民コメント実施状況（参考）
・埼玉県地域福祉支援計画（案）　　　３件
・埼玉県高齢者支援計画（案）　　　１３件
・埼玉県ケアラ―支援計画（案）　　２５件
・埼玉県再犯防止推進計画（案）　　　５件
５　県民コメントにおける主な意見・提案
（１）理解を深め、権利を護る
	○計画の基本理念部分などに国連障害者権利委員会の総括所見を加える。
○公共施設の新規建設や改修の際には、必ず障害当事者の意見を聞く。
○審議会、協議会等の委員に障害者を任命



（２）地域生活を充実し、社会参加を支援する
	○精神科病院からの地域移行の促進
○入所施設の整備促進、入所待機者の解消及び入所者の高齢化・重度化への対応
○短期入所の整備促進
○グループホームの整備促進、重度障害者の利用への対応、質の向上への対応
○グループホーム以外の住居サポート
○ホームヘルパーや相談支援員をはじめとする福祉の担い手の人材不足、処遇の改善
○福祉サービスの市町村格差の解消

○視覚障害者がIT機器を利用できるようにするための訓練体制の整備
○行政手続のオンライン化に当たっての合理的配慮



（３）就労を進める
	○障害者雇用促進法の改正を踏まえた行政機関及び民間事業者の雇用率向上
○在職中に視覚障害者となった場合の在職者職業訓練の体制整備



（４）共に育ち、共に学ぶ教育を推進する
	○特別支援学校の整備と機能充実
○総括所見を踏まえた通常の学級で共に学ぶことの必要性



（５）安心・安全な環境をつくる
	○音響式信号機、誘導ブロック、駅エレベーターなどの整備、公共施設や大型店舗のバリアフリー化の推進
○無人駅の増加への対応
○福祉避難所とその運営体制の確保
○一般の避難所におけるバリアフリー化などの促進




資料２
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